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6 月 25 日（土）岩舟公民館で、『岩舟交流さろん』が開催されました。 

これは、市民団体のみなさんが普段どんな思いで、どんな活動をして 

いるのか、お互いの活動を PRしたり、課題を話し合ったりしながら  

参加者同士が『顔見知り』になって、交流を深め、それぞれのネット 

ワークを広げようという企画です。 

開会挨拶、くららの紹介に 

続いて、参加者の自己紹介 

及び団体紹介。その後は 

美味しい漬物をつまみながら 

の交流会。それぞれの思いや 

課題を話し合いました。 

市民活動団体をはじめ、学校支援

、地区社協や自治会の方々の参加も

あり、盛り上がりました！ 

とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2016年 7月 Vol.129 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 
 

 
 

 
今年の 
テーマは 
 

■申込み締切 7 月 26 日（火） 

■第 1 回くららのエリア会議 7／28（木）18:30～ 

■問合せ とちぎ協働まつり 2016 くららのエリア  
☎0282-20-7131  FAX0282-20-7132 

くらら利用者協議会主催事業 

アンケートより（抜粋）とても良かった。日頃お名前だけで交流のなかった方ともお話できて視野が広がった市内

の各活動団体のネットワーク作りとして充実していたボランティアは皆の協力があって成り立っていると思った

大変有効な時間、有意義な会合だった。皆さんが笑顔で話されたのがよかった自分たちの活動を発信することで

新しいつながりができることを期待この地域の一員として活動できる場があることは幸せなこと地区の社協、防

犯部会の方とも意見交換できたのがよかった社会はたくさんの人の見えない所での努力によって成り立っている

のだなと思った大変参考になり、選択肢が広がった人のためにお役に立とうという考えが元気を保っているよう

に思う卒業後も地元の小学校に関わっていただけるよう PTAの方々に働きかけていきたい今後活動していく上

で大変ためになった活動内容が同じ団体との交流がもてる機会があってもいいかと思った今後の問題点、解決方

法などの話がきければ、それぞれの団体の活性化になる交流の時間で、少人数のグループに分かれてディスカッシ

ョン型式をとってはどうか学生、若者にも知ってもらう機会にしていくことも後継者が育つのでは…初対面の方

には声がかけにくいので、名札があるとよかったご参加くださった皆さま、ありがとうございました！ 

皆々さま！ 

ふるってご参加 

くださいね！ 

よろしく 

お願いします❤ 

 

 

 

昨年のフィナーレ♪ 



           

                                                         

 

 

登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

518 
とちぎ発 絵本に

親しむ会 

大人も子どもも人と人の関わりの中で、感性を育てる子育てもしてほしいと願い、
絵本の読み聞かせや体験を通じて、親子・家族・地域の交流を生み出す場を作り、
地域で安心して子育てができる環境を作るために活動する。 

お気軽に 
どうぞ！ 

■7 月 9 日（土）14:00～15:00 ハレニャンコ工房 MAIKO さん 

                 『暑中見舞いの消しゴムはんこを作ろう！』 
 
■7 月 19 日（火）13:30～14:30 栃木市観光ボランティア協会 清田照子さん 

                 『観光客のよもやま話～観光ボランティアの目を通して～』 
 
■8 月 9 日（火）19:00～20:00 地域未来活性化プロジェクト粂川さん 

                 『栃木市ドットコム・クラウド都市計画 新規参加者説明会』 
 
■8 月 19 日（金）13:30～14:30 アンサンブルＹＵ 『午後のひとときマンドリンでお楽しみ』 

19:00～20:00 シュガータウンさん 

『日曜クラシック（FM くらら）番外編 アンコール企画サマーバージョン』 

 

※登録団体数 250 団体 登録会員数 23,597 名（5 月末） 
※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 

第 219 回  6 月 9 日（木）19:00～20:00 SunSun にじのわカンパニー舘野さん 

    『SunSun にじのわカンパニーから始まる わっ！つながる わっ！』 

 

 

 

 

 

第 220 回    6 月 19 日（日）14:00～15:00 「あのね……」の会 山崎千鶴子さん 

           『「あのね……」の会ってなあに？』 

 

 

お友達を誘って 
みんなで来てね！ 
お待ちしています！ 

 

 

とちぎ夢ファーレ助成事業 

「あのね…」の会は、山崎さんが、施設にいるご自分のお母さんのために、お姉さんと 

一緒に始めた活動がきっかけで広がっていきました。主に高齢者施設でのお話や歌で 

季節と懐かしさを届けるおはなしボランティアを続けて 9 年目を迎えました。 

今日は、まず「はじまりの歌」～活動紹介～紙芝居「愛染かつら」～手話「ふるさと」～ 

季節の歌「憧れのハワイ航路」～身体運動「ひょっこりひょうたん島」～ 山崎さんとメンバーによる元気 

いっぱいの体操や歌を楽しみ、そして懐かしい紙芝居に、参加者一同は 

身を乗り出し見入っていました。 

その後は、お茶をいただきながら、だん 

だんメンバーが少なくなってきている 

こと、新しいメンバーがなかなか集まら 

ないことなど、会の現状と課題について、 

参加者と話し合いの場を持ちました。 

 

♪日 時 7 月 18 日（月・祝）9:00 開場 

♪会 場 栃木文化会館大ホール（旭町） 

♪問合せ ☎0282-51-2178（事務局） 

・・・・どなたでも参加できます！興味のある回からお気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？・・・・ 

日 時 7 月 24 日（日） 

場 所 宇都宮動物園 （宇都宮市上金井町） 

参加費 入園料＋餌づけ＋夕食＋乗り物乗り放題 

     会員 2,600円 一般 3,200円 

  ※当日清算  詳しくはお問合せください。 

受付時間 14:45～15:15 

受付場所 宇都宮動物園 きっぷ売り場前 
 
7 月ハートフル例会「布でできた紙芝居！？」 

なにぬの屋による、 
紙芝居に収まらないエンターテイメント！ 
♣日 時 7 月 17 日（日）14:30～ 

♣会 場 栃木市大平公民館（大平町蔵井） 

♣問合せ ☎0282-22-7062（栃木おやこ劇場） 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

報告 

7／1（金）～8／31（水） 

     巴波川（開運橋～幸来橋下流） 

川島雅舟氏の切り絵が行灯に浮かびます。 
 
 
【あかりイベント】※入場無料 

 7／1（金）『点灯式 幸来橋で逢いましょう』 

 7／17（日）『語り×琵琶によるあかりの夕べ』 

 7／23（土）『朗読×邦楽×舞によるあかりの夕べ』 

※あかりの夕べの時にお囃子舟の運行あり 

問合せ ☎0282-25-2356（栃木市観光協会） 

 

講 師 柴田健一氏 

日 時 8 月 9 日（火）・17 日（水）・25 日（木）

10:00～12:00 

会 場 とちぎ蔵の街観光館多目的ホール 

定 員 30 名 

問合せ ☎0282-20-5055（事務局） 

 日 時 7 月 24 日（日）～8 月 26 日（金） 

場 所 栃木・都賀・西方で 4 日間ずつ開催 

料 金 無料（爪持参） 対 象 小・中学生 

演 奏 箏・馬場千井寿 尺八・三井闌山  

文化庁事業参加児童 他 

日 時 8 月 21 日（日）14:00 開演 

会 場 國學院大學栃木学園 40 周年記念館（平井町） 

曲 目 映画音楽シリーズ／荒城の月／春の海他 

料 金 1,000 円（一部寄付） 

問合せ ☎0282-22-4885（馬場） 

SunSun にじのわカンパニーさんによる福島ひまわり里親プロジェクトの 

栃木での普及活動のご紹介をいただきました。 

この活動は、Tochigi 未来カフェがきっかけで始まったそうです。 

3.11 以降、福島県ではひまわり栽培によって除染する研究プロジェクトが 

はじめられました。そして、プロジェクトが進行するにしたがって、除染の 

ためというよりもひまわり畑による 

観光産業の形成、種から搾られる 

ひまわり油によるバイオディーゼルなど、様々な利益を福島県に 

もたらすようになりました。そのひまわりの種を福島県から取り 

寄せて栽培し、できた種を福島県に送ることで「里親」となれるの 

がこのプロジェクトです。福島県はお隣ですし、こういった活動を 

通じて復興支援に協力できるのは非常に嬉しいことですね。 

 

くららで話そ！ これからの予定  

Love 
Poem 

日 時 8 月 11 日（木）8:30～ 

会 場 栃木市総合運動公園 北側の田んぼ 

参加費 5,000円（1 チーム） 

応募方法 公式HP応募フォームから申込み 

http://どろんこバレー.com 

※どろんこフラッグレース、どろんこ相撲大会 

キッズ宝さがしゲームなどイベント盛り沢山！ 



今年も折り返し地点！前半バタバタと過ぎてしまった…と思っているそこのあなた！（私…）ドンマイ！後半巻き返し！ 
行灯を見ながらのんびり浴衣で散策、巴波川あかりイベントを楽しむもよし、地域のお祭りを皆で盛り上げていきましょう！ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 
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報告 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ ・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介） 

↑原稿をお待ちしています！ 

6 月 24 日（金）栃木市国府公民館で、李仁鉄氏（NPO 法人にいがた災害 

ボランティアネットワーク事務局長）を講師に、協働のまちづくりセミナーが 

開催されました。地元で水害を経験し、中越大震災のボランティアをきっかけに

NPO 職員となった李さんは、全国の災害支援活動に携わっています。 

前半は、熊本地震の避難所や仮設住宅の現状をもとに、官民がお互いの強みを活かして連携する必要性を

学びました。後半は、グループワークとして災害ゲーム「クロス 

ロード」を行いました。災害時に直面する問題（例えば、避難所に 

ペットを連れていくかどうか）に対し「はい・いいえ」を選択し、 

その理由を話し合うことで、さまざまな視点・考え方・価値観を 

共有しました。昨年、栃木市の水害でもいち早く資材提供と現地 

支援に駆けつけてくださった李さん、ありがとうございました。 

アンケートより（抜粋）熊本震災の報告等、最新の情報を得ることができた。ワークショップでは立場を超え

た協力により、楽しい時間を過ごすことができた災害時の民と官の役割を考える良いきっかけとなった災害

時の連携（協働）では、具体的な中身を相互間で詰めておく必要があることを知ることができた昨年の水害で

人によって温度差があるという話は、なるほどと思った災害時は被災者も、やってもらうことばかり考えず、

自分たちでできることを考え、行動すること。日頃から訓練が必要と思う現場に多く携わってきた人の迫力あ

る意見（考え方）を聞いて、とても参考になった災害時に備えて、行政の意識改革、市民の意識改革に取り組

んでいかなければいけないことを強く感じたボランティアの反対語はプロフェッショナルではないというの

が印象的だったワークショップにおける問題は、現場の混乱する理由が非常によく理解できた気がします後

半のクロスロードゲームはとても考えさせられた水害を経験し、実働隊として動いた消防職としては、官と民

で連携をとれることがより望ましいものであるように感じる。本来機能しなくてはならない官と官の連携が、通

信網の混乱から上手くいかないことが多く、対応が後手にまわることになる。その時に広く浅く活用できる民の

力を借りることができれば、対応は大きく変わるのではないかと思われる民間、住民との協働は、こちらが主

体にならなければと思っていたので、少し心が軽くなった。いろいろな立場の人たちを調整していくのは難しい

が、そうなる必要性を感じた身近な自治会で（関係が希薄になっている中で）こんな話やグループワークがで

きたら、より認識も深まり、行動できやすくなると思う普段、親子向け情報紙をつくり、活動をしている。最

近は、地域のつながりの重要性を感じていたので、今日の｢普段から｣→｢災害時に｣という話がとても納得できた。

官民でやれること、両方の強みをいかすことが大事だと思う災害時の協働が相乗効果を生むということが心に   

残った。いざという時に自分の身とともに相手も守れるようにしていきたい楽しく勉強できた。こういう 

ワークショップのやり方はいいと思う。 ご参加有難うございました！＆お疲れさまでした！ 

 


